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加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る

法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
二

十
一
年
五
月
二
十
一
日
か
ら

裁
判
員
制
度
が
実
施
さ
れ

る
。
こ
の
制
度
は
国
民
が
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
判

決
に
か
か
わ
る
制
度
だ
。 

 

司
法
機
関
の
説
明
だ
と

「
国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
，
裁
判
が

身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の

と
な
り
，
司
法
に
対
す
る
国

民
の
信
頼
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
，
イ
ギ
リ
ス
，
フ
ラ
ン
ス
，

ド
イ
ツ
，
イ
タ
リ
ア
等
で
も

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制 

 

主
張 

平
成
十
六
年

五
月
二
十
一
日

「
裁
判
員
の
参 

度
が
あ
り
、
日
本
で
も
こ
れ

等
の
国
に
ま
ね
て
実
施
す
る

と
い
う
。 

裁
判
員
の
選
ば
れ
方
は
、

各
地
方
裁
判
所
ご
と
に
、
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

く
じ
で
選
ん
で
作
成
し
た
名

簿
に
基
づ
き
，
裁
判
員
候
補

者
名
簿
を
作
成
す
る
。 

    

該
当
者
に
は
候
補
者
名
簿

に
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
通
知

さ
れ
る
。
ま
た
，
就
職
禁
止
事

由
や
客
観
的
な
辞
退
事
由
に

該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

尋
ね
る
調
査
票
も
送
付
さ
れ

る
。該
当
者
は
調
査
票
を
返
送

し
、明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
一 

 

三
島
市
の
六
月
議
会
が
終
了
し
た
。
会
期
は
六
月
一
〇
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
一
般
質
問
は
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
四

日
間
、
十
七
名
の
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。
市
当
局
の
答
弁
で
は
中
国
四
川
省
の
地
震
を
う
け
、
公
共
施
設
に
お
け
る
耐
震
工

事
が
最
優
先
課
題
と
し
て
急
浮
上
し
た
。
そ
の
総
事
業
費
は
四
十
六
億
五
千
万
円
。
と
り
わ
け
保
育
・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
耐
震
工
事
は
、
四
川
省
大
地
震
の
教
訓
か
ら
、
是
非
と
も
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
市
当
局
は
財
政
状
況
の
厳
し

い
中
、
急
遽
、
財
源
確
保
の
手
立
て
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

年
を
通
じ
て
辞
退
事
由
が
認

め
ら
れ
る
人
は
免
除
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
拒

否
で
き
な
い
。
拒
否
し
た
り

欠
席
す
れ
ば
一
〇
万
円
以
下

の
過
料
の
制
裁
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
評

議
に
参
加
し
、
意
見
を
述
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を 

    

負
う
。
更
に
、
裁
判
員
は
評

議
の
経
過
や
、
評
議
の
内
容
、

そ
の
他
職
務
上
知
り
得
た
秘

密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
義
務
は
、
裁
判
終

了
後
も
生
涯
に
渡
っ
て
負

う
。
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き

は
、
六
か
月
以
下
の
懲
役
又

は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に 

 

三島市の財政状況は今！ 
６月議会終了 耐震工事総額４６億５千万円 

       

と
ば
か
り
だ
。 

▼
そ
の
一
つ
が
「
居
酒
屋
タ
ク
シ

ー
問
題
」。こ
れ
は
霞
ヶ
関
の
官
僚

が
深
夜
タ
ク
シ
ー
の
利
用
で
、
運

転
手
か
ら
〝
特
別
サ
ー
ビ
ス
〟
と

称
し
て
、
ビ
ー
ル
や
つ
ま
み
、
更

に
は
現
金
ま
で
受
け
取
っ
て
い
た

と
い
う
問
題
だ
。 

▼
霞
が
関
で
は
こ
う
し
た
タ
ク
シ

ー
を
「
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
」
と
呼

ぶ
ら
し
い
。
財
務
省
だ
け
で
も
〇

六
年
度
タ
ク
シ
ー
利
用
実
績
は
約

四
億
八
千
万
円
。
財
務
省
の
ほ
か

金
融
庁
や
防
衛
省
、
総
務
省
、
更

に
は
国
土
交
通
省
な
ど
、
十
三
の

政
府
機
関
に
わ
た
る
官
僚
た
ち
が

金
品
を
受
け
て
い
た
。 

▼
政
府
は
、
異
例
の
厳
し
い
処
分

で
、
居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
問
題
の
早

期
終
結
を
も
く
ろ
ん
だ
。
と
こ
ろ

が
、
タ
ク
シ
ー
券
が
銀
座
の
ホ
ス

テ
ス
に
ま
で
ば
ら
撒
か
れ
て
い
た

こ
と
が
発
覚
し
た
。
元
は
国
民
の

血
税
か
ら
支
出
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー

代
が
、
官
僚
の
遊
興
の
後
、
高
級

ホ
ス
テ
ス
の
足
代
に
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
の
だ
。 

▼
更
に
、
宙
に
浮
い
た
五
千
万
件

と
は
別
の
新
た
な
年
金
問
題
が
発

生
し
た
。
年
金
の
入
力
ミ
ス
問
題

だ
。「
最
後
の
一
人
、
最
後
の
一
円

ま
で
支
払
う
」
と
い
う
政
府
の
約

束
が
根
底
か
ら
信
用
で
き
な
い
事

に
な
っ
た
。
国
民
の
不
信
が
頂
点

に
達
し
て
い
る
。 

▼
社
会
保
険
庁
が
管
理
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
上
の
厚
生
年
金
記
録

と
、
原
簿
の
紙
台
帳
を
サ
ン
プ
ル

照
合
し
た
結
果
、
入
力
ミ
ス
な
ど

で
一
・
四
％
の
記
録
が
一
致
し
な

い
。
推
計
で
、
約
五
六
〇
万
件
も

の
記
録
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
。 

▼
何
と
も
呆
れ
て
し
ま
う
事
ば
か

り
だ
。
必
要
最
低
限
の
仕
事
す
ら

放
置
し
て
き
た
社
保
庁
の
怠
慢
と

無
責
任
に
は
発
す
る
言
葉
す
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。 

嗚
呼
、
無
責
任
！
役
人
天
国
！ 

 

▼
ガ
ソ
リ
ン
、
食
料
、
電

気
、
ガ
ス
等
物
価
高
騰
が

次
か
ら
つ
ぎ
に
続
き
、
庶

民
の
生
活
は
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
る
中
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
ニ

ュ
ー
ス
は
腹
の
立
つ
こ
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限
り
断
り
よ
う
が
な
い
。
断

れ
ば
罰
則
金
が
待
っ
て
お

り
、
参
加
す
れ
ば
評
議
で
の

意
見
が
義
務
付
け
ら
れ
、
家

族
に
も
話
す
こ
と
が
出
来
な

い
秘
密
が
課
せ
ら
れ
、
一
生

涯
秘
密
の
保
持
で
し
ば
ら
れ

る
。 

 

こ
の
裁
判
員
制
度
に
反
対

す
る
全
国
集
会
が
、
去
る
六

月
十
三
日
、「
裁
判
員
制
度
は

い
ら
な
い
！
大
運
動
」
と
銘

打
っ
て
、
初
め
て
日
比
谷
公

会
堂
で
開
か
れ
た
と
の
こ

と
。
呼
び
か
け
人
は
足
立
昌

勝
（
関
東
学
院
大
学
教
授
・

刑
事
法
）
や
斎
藤
貴
男
（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
な
ど
多
彩

な
顔
ぶ
れ
。 

 

こ
の
制
度
に
は
人
権
保
障

と
い
う
一
番
重
要
な
観
点
が

抜
け
て
い
て
問
題
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

処
さ
れ
る
。 

 

こ
ん
な
制
度
が
来
年
五
月

か
ら
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
中
身
を
詳
し
く
知
ら

な
い
う
ち
は
、「
裁
判
員
制
度

が
出
来
れ
ば
、
司
法
の
世
界

に
国
民
の
声
が
届
く
か
ら
良

い
の
で
は
」
と
い
う
悠
長
な

こ
と
を
言
っ
て
お
れ
る
が
、 

    

中
身
が
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
国

民
を
縛
り
付
け
る
内
容
な
ら

誰
で
も
嫌
に
な
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
。 

有
権
者
な
ら
誰
が
裁
判
員

の
く
じ
に
当
た
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
万
が
一
、
く
じ
に

当
た
れ
ば
、
身
体
の
動
か
な

い
高
齢
者
か
重
病
人
で
な
い 

 

 

一
般
質
問
初
日
、
細
井
要

議
員
の
「
最
優
先
課
題
‐
園

舎
・
校
舎
の
耐
震
補
強
」
に

つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て
、

小
池
市
長
は
「
東
海
地
震
が

叫
ば
れ
る
中
で
、
子
供
た
ち

の
命
を
守
る
の
は
緊
急
の
課

題
で
あ
り
、
平
成
十
九
年
に

策
定
し
た
市
の
耐
震
化
計
画

で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
末

ま
で
に
完
了
す
る
目
標
で
あ

っ
た
が
、
四
年
前
倒
し
、
二

十
三
年
度
末
ま
で
に
耐
震
化

率
一
〇
〇
％
を
目
指
す
方
針

で
あ
る
」
と
答
え
た
。 

 

政
府
は
中
国
四
川
省
地
震

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
従

来
、
義
務
教
育
施
設
へ
の
耐

震
補
強
の
国
庫
補
助
率
を
二

分
の
一
か
ら
三
分
の
二
へ
引 

 

名
と
な
っ
た
。 

 

一
方
、
こ
の
議
長
選
を
前

に
し
て
、
新
未
来
二
十
一
の

会
派
長
で
あ
っ
た
馬
場
妙
子

議
員
が
、
会
派
を
離
脱
し
て

無
会
派
に
移
行
し
た
。
今
ま

で
、
無
会
派
と
し
て
は
栗
原

一
郎
議
員
が
一
人
で
あ
っ
た

が
、
馬
場
議
員
と
二
人
と
な

っ
た
。 

 

ま
た
、
常
任
委
員
会
の
構

成
が
変
更
し
た
。
従
来
、
総

務
委
員
会
、
経
済
建
設
委
員

会
、
文
教
消
防
委
員
会
、
福

祉
厚
生
委
員
会
の
四
常
任
委

員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
た

が
、
議
会
改
革
の
流
れ
で
、 

総
務
委
員
会
、
福
祉
教
育
委

員
会
、
経
済
建
設
委
員
会
の

三
委
員
会
と
な
っ
た
。
各
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通

り
、 

（
総
務
委
員
会
） 

甲
斐
幸
博
、
○
松
田
吉
嗣
、

碓
井
宏
政
、
八
木
三
雄
、 

◎
栗
原 

一
郎
、
志
村
肇
、

志
賀
健
治
、
石
田
美
代
子 

（
福
祉
教
育
委
員
会
） 

大
房
正
治
、
堀
考
信
、
◎
瀬

川
元
治
、
石
渡
光
一
、
足
立

馨
、
土
屋
俊
博
、
鈴
木
文
子
、

○
下
山
一
美 

（
経
済
建
設
委
員
会
） 

弓
場
重
明
、
金
澤
征
子
、 

◎
佐
藤
晴
、
○
川
原
章
寛
、

馬
場
妙
子
、
細
井
要
、
秋
津

光
生
、
金
子
正
毅 

（
注
）:

◎
委
員
長 

○
副
委
員
長 

  

来
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
実
施  

本
当
に
こ
ん
な
制
度
が
必
要
か
？ 

こ
ん
な
裁
判
員
制
度
は
問
題
だ
！ 

 

議
会
最
終
日
の
六
月
二
四

日
、
土
屋
俊
博
議
長
と
八
木

三
雄
副
議
長
の
辞
任
が
あ

り
、
次
期
議
長
、
副
議
長
選

挙
が
行
な
わ
れ
た
。
結
果
は

以
下
の
通
り
、 

〈
議
長
選
〉 

八
木
三
雄 

十
七
票 

馬
場
妙
子 

四
票 

金
子
正
毅 

三
票 

 

〈
副
議
長
選
〉 

足
立 

馨 

十
七
票 

栗
原
一
郎 

三
票 

下
山
一
美 

三
票 

 
 

無
効
票 

一
票 

結
果
は
新
議
長
、
八
木
三
雄 

新
副
議
長
、
足
立 

薫
の
両 

市
議
会
の
動
き 

議
長
・副
議
長
交
代
＆
委
員
会 
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喫茶店（9:30～20:30） 

あんりえっと 
三島大社前 

ブレンド・コーヒー３８０円 
モカ、キリマンジャロ４００円 

三島大社南５０ｍ 
日曜日は定休日 

電話：055-97５-0１１７ 

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
の
補

強
工
事
は
三
〇
億
円
。
ま
た

老
朽
化
の
た
め
建
替
え
を
予

定
し
て
い
る
東
幼
稚
園
、
北

中
学
校
管
理
棟
の
改
築
事
業

費
に
六
億
円
。市
民
体
育
館
、

佐
野
学
園
等
の
公
共
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
で
十
億
五
千

万
円
。 

こ
れ
ら
の
工
事
費
の
う
ち

一
般
財
源
で
賄
う
金
額
は
九

億
円
、市
債
は
約
二
六
億
円
、

残
り
は
国
と
県
の
補
助
金
に

依
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
校
舎
等
へ
の
国
か
ら
の

補
助
率
が
三
分
の
二
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
三
島
市
で 

 

は
そ
の
対
象
に
な
る
校
舎
は

一
棟
だ
け
で
効
果
は
殆
ど
無

い
と
い
う
。 

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の

前
倒
し
に
伴
う
財
源
見
通
し

は
、
全
て
一
般
財
源
で
は
と 

て
も
や
り
く
り
で
き
ず
、
国

庫
支
出
金
や
県
支
出
金
の
地

震
対
策
特
別
推
進
事
業
補
助

金
、
更
に
は
借
金
で
あ
る
市

債
を
活
用
し
て
い
く
。 

ま
た
、
新
た
な
財
源
の
確

保
と
し
て
市
所
有
の
土
地

等
、
普
通
財
産
を
は
じ
め
行

政
財
産
で
あ
っ
て
も
、
未
利

用
地
は
売
却
し
て
い
く
こ
と

や
、
既
存
の
基
金
を
必
要
な 

 

時
に
は
活
用
を
図
る
と
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
公
共
用
地

の
先
行
取
得
の
た
め
の
土
地

開
発
基
金
が
あ
る
が
、
今
後

の
土
地
取
得
の
状
況
を
考
え

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
処
分
も

一
つ
の
手
段
と
し
て
検
討
し

て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。 市

当
局
の
話
だ
と
、
こ
こ

数
年
の
財
政
状
況
は
大
変
厳

し
い
が
、
特
に
平
成
二
〇
年

度
予
算
編
成
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
下
で
あ
っ
た
。
更

に
ま
た
、
こ
の
地
震
対
策
費

が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

日 
発言 

順位 
発言者 発      言      要      旨 

１ 細井  要 
１最優先課題一園舎・校舎の耐震補強 
２地産地消と米粉パンの普及 

２ 川原 章寛 １食育と学校給食について～食物アレルギーと食の安心・安全～ 

３ 碓井 宏政 １障害児者の地域療育支援システムの確立について 

４ 栗原 一郎 
１上地開発公社の長期保有地及び市有地（休閑地）対策について 
２ＪＲ三島駅南口の「再開発計画」について 

16
日 

５ 金澤 征子 
１環境を考えた廃食油のリサイクルについて 
２三島市の産科救急体制について 

６ 瀬川 元治 
１三島駅南北自由通路について 
２企業の立地、誘致について 
３未利用市有財産について 

７ 鈴木 文子 
１子育て支援について 
２学校のアレルギー疾患に対する取り組みについて 
３地球温暖化対策について 

８ 弓場 重明 
１硫化水素（ＮＢＣ）災害の対応について 
２三島市の財政ってほんとに健全なの？ 
３市民の素朴な疑問・質問（健康保険証での楽寿園入園は可能か？） 

17
日 

９ 大房 正治 
１三島市の医療について 
２救急車の現状とその購入について 

１０ 松田 吉嗣 
１人工芝グラウンド開設とそれに伴う歩道整備について 
２子育て優待カードについて 

１１ 下山 一美 
１生活道路の交通安全対策について 
２小中学校のスポーツ活動での安全対策について 

１２ 佐藤  晴 
１魅力ある観光地づくりを 
２三島のシンボル楽寿園について 

18
日 

１３ 金子 正毅 
１「超」東海地震の可能性と浜岡原発の安全性および学校施設の耐震化について 
２測候所跡地のマンション建設予定地を市が買い取ることについて 

１４ 甲斐 幸博 
１消防団員減少の危機について 
２北上地区の交通状況について 
３いじめ対策について 

１５ 堀  考信 
１後期高齢者医療制度の三島市での実態について 
２三島市における生活保護の実態と窓口対応について 

１６ 志村  肇 
１交通事情の改善策 
２教育の課題と文化 

19
日 

１７ 石田美代子 
１後期高齢者医療制度について 
２子どもが安心して遊べる公園の整備について 

き
上
げ
、
早
急
に
耐
震
化
工

事
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し

た
。三
島
市
は
市
長
判
断
で
、

 

 

公
共
施
設
で
の
耐
震
補
強

工
事
の
総
額
は
四
六
億
五
千

万
円
。
そ
の
内
、
保
育
、
幼 

地
震
直
後
、
公
共
施
設
で
の

耐
震
化
工
事
の
前
倒
し
を
い

ち
早
く
決
定
し
た
と
の
こ
と
。 

 

南
高
跡
地
の
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
が
完
成
し
、
七
月
七

日
か
ら
供
用
開
始
と
な
っ

た
。 こ

の
造
成
工
事
は
、
平
成

十
九
年
度
よ
り
、
南
二
日
町

広
場
の
北
側
を
、
人
工
芝
グ

ラ
ン
ド
と
し
て
造
成
し
、
公

式
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
等
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
工
事
請
負
業
者
は
長

谷
川
体
育
施
設
（
株
）。
工
事

費
は
総
額
一
億
五
千
五
百
万 

南
二
日
町
広
場 

サ
ッ
カ
ー場
が
完
成 

円
。
そ
れ
以
外
に

夜
間
照
明
施
設

工
事
が
約
五
千

万
円
。
昭
明
塔
は

八
基（
六
四
灯
）。 

 

こ
の
人
工
芝

グ
ラ
ン
ド
の
使

用
料
金
は
、
市
民

の
場
合
、
一
時
間

当
り
二
千
六
百

円
（
半
面
の
場
合

半
額
）
市
民
以
外

は
、
五
千
二
百
円 

 

ま
た
、
昭
明
設
備
使
用
料
は

一
時
間
当
り
二
千
二
百
円
と

の
こ
と
。 


